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1. はじめに

近年、地域に稠密に配置されオンラインで収集される時系列気象観測データが利用可能となりつつある。

本研究では、このような多地点オンラインデータを対象とし、短時間降雨予測法を提案することを目的とす

る。このため、オンライン多変量データに適した予測手法として、自己組織化マップ(SOM)[1]を拡張した予

測自己組織化マップ(Predict SOM, PSOM)を提案するともに、この提案法を群馬県内に設置された小型気象計

POTEKAのデータに適用し、その有効性を実証する。 

2. 提案手法

 本研究では、SOMの利点を保存した上で、予測に用

いうる方法として PSOMを提案する。PSOMは、最近傍

ノードを見つける際、入力データの特徴量全体でなく、

説明変数部分の次元でのみで距離評価を行うよう SOM

を改変した手法となる。参照ベクトルの更新は SOMと

同様にベクトル全体を更新する（Algorithm 1）。予測

においてはマップから、説明変数部分のみのマッチン

グにより最近傍ノードを決定し、その目的変数部分を

予測結果として出力する。 

3. データ概要

 小型気象計 POTEKAは一分間隔の時系列気象データ

をインターネットで収集する。本研究では、北関東に

おける数十地点での１年間の収集結果を対象として、

気温、相対湿度、海面気圧、降水強度、感雨の 5変量

を用い、10分平均で各変量を用いた。 

4. 降雨予測

 図１の予測のフレームワークの下で、降雨予測を試

み、提案する PSOMを、k-NN法、現状外挿法と比較適用

し良好な結果を得た。PSOMは、参照ベクトル行列を一

旦作成すれば、予測を行う際に原データは不要で、デ

ータ容量の圧縮ができることや、気象の変化を参照ベ

クトルを図示したマップ上で視覚的に確認できること

などの利点があることが確かめられた。 
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 図１ 予測のフレームワーク


